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第
十
節
梅
毒
病
院
の
変
遷
と
居
留
地
の
検
疫
　
明
治
八
年
九
月
、
旧
長
崎
医
学
校
の
生
徒
寄
宿
舎
は
ま
だ
学
校
が
復
興
し
て
い
な
い
時
で
あ
り
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
ア
ジ
ア
艦
隊
一
等
軍
医
ヒ
ー
ル
が
娼
妓
の
検
梅
施
設
と
し
て
当
て
ら
れ
て
い
た
寄
舎
町
千
歳
屋
が
狭
隆
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
病
舎
に
当
て
ら
れ
た
。
　
明
治
十
一
年
五
月
、
ヒ
ー
ル
に
代
っ
て
ロ
ー
レ
ン
ソ
ン
が
監
督
と
な
り
、
同
年
九
月
、
長
崎
梅
毒
病
院
と
改
称
し
た
が
、
翌
十
二
年
か
ら
は
政
府
の
命
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
医
師
の
監
督
を
止
め
た
。
　
一
方
、
長
崎
病
院
は
、
明
治
十
二
年
以
後
は
佐
古
よ
り
大
徳
寺
に
移
転
し
た
の
で
、
佐
古
の
旧
施
設
を
改
築
し
て
梅
毒
病
院
と
し
た
。
明
治
十
五
年
三
月
、
従
来
、
長
崎
病
院
の
附
属
設
備
で
あ
っ
た
梅
毒
病
院
は
、
独
立
す
る
七
と
と
な
っ
た
が
、
明
治
十
九
年
三
月
、
戸
町
梅
毒
病
院
を
長
崎
梅
毒
病
院
に
合
併
し
、
明
治
二
十
二
年
四
月
に
は
新
築
工
事
が
落
成
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
梅
毒
病
院
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
間
に
、
毎
年
の
よ
う
に
流
行
す
る
外
来
の
伝
染
病
に
対
す
る
処
置
も
漸
次
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部
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
長
崎
は
開
港
場
で
あ
る
関
係
上
、
．
特
に
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
伝
染
病
流
行
の
温
床
と
な
っ
て
い
て
、
関
係
者
の
日
夜
腐
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
一
般
の
市
民
の
協
力
な
し
に
は
、
到
底
、
予
防
医
学
を
実
現
し
得
べ
く
も
な
か
っ
た
。
　
明
治
十
九
年
以
降
の
検
疫
に
お
い
て
は
、
実
は
長
崎
の
特
殊
性
を
強
調
さ
れ
る
外
国
人
寄
留
者
と
伝
染
病
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
十
九
年
一
月
十
一
目
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
医
戸
パ
ー
ト
の
来
港
を
機
と
し
、
二
月
十
目
に
は
イ
ギ
リ
ス
領
事
を
通
じ
て
、
長
崎
の
流
行
病
予
防
方
法
に
関
す
る
各
国
領
事
の
連
署
書
翰
が
長
崎
県
に
呈
出
さ
れ
た
が
、
明
治
十
九
年
四
月
六
日
午
後
七
時
よ
り
長
崎
市
西
山
町
の
交
親
館
（
現
在
の
長
崎
図
書
館
）
に
お
い
て
、
長
崎
県
令
日
下
義
雄
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
清
の
各
国
領
事
を
招
牌
し
、
白
上
税
関
長
等
と
饗
応
し
、
議
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
一573一
　
　
　
第
十
節
　
梅
毒
病
院
の
変
遷
と
居
留
地
の
検
疫
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
月
十
四
日
か
ら
外
国
人
伝
染
病
供
葬
墓
地
の
撰
択
が
県
外
務
課
長
、
衛
生
課
長
等
の
努
力
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
六
月
十
七
日
、
長
崎
病
院
教
師
ブ
ッ
ケ
マ
は
、
外
務
課
員
と
共
に
女
神
に
出
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
年
七
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
オ
マ
ハ
号
O
ヨ
昌
田
の
軍
医
力
ー
シ
ュ
ナ
ー
甲
凶
o
お
ぎ
段
は
、
長
崎
県
外
務
課
を
訪
れ
、
長
崎
に
お
け
る
コ
レ
ラ
流
行
の
有
無
を
尋
ね
、
且
つ
同
艦
碇
泊
中
に
若
し
長
崎
に
コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
ら
直
ち
に
報
知
さ
れ
た
い
旨
を
依
頼
し
た
。
同
月
十
二
日
、
名
護
屋
丸
の
下
等
船
客
が
コ
レ
ラ
に
罹
り
、
避
病
院
に
入
院
し
、
治
療
中
で
あ
る
が
、
も
し
死
亡
し
た
際
に
は
、
当
時
計
画
中
の
竹
の
久
保
の
新
墓
地
に
埋
葬
せ
し
め
た
い
旨
を
イ
ギ
リ
ス
領
事
に
伝
え
た
が
、
領
事
は
、
同
墓
地
を
未
公
認
と
し
て
返
答
の
可
否
は
即
答
し
難
い
旨
を
答
え
た
。
そ
こ
で
再
度
、
火
葬
の
件
を
談
判
し
た
と
こ
ろ
、
他
に
伝
染
す
る
恐
れ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
防
ぐ
目
的
で
火
葬
を
必
要
と
す
る
意
味
の
医
証
が
あ
れ
ば
差
支
え
な
し
と
回
答
し
た
。
そ
し
て
十
四
目
、
外
務
課
の
井
上
氏
は
検
疫
本
部
詰
に
転
じ
た
。
十
六
目
に
は
、
先
に
コ
レ
ラ
に
罹
患
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
死
亡
し
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
が
日
下
県
令
に
面
曙
し
た
が
、
長
崎
病
院
教
師
ブ
ッ
ケ
マ
は
屍
体
の
火
葬
を
要
す
る
医
証
を
認
め
、
外
務
課
属
野
口
勝
馬
は
そ
の
医
証
を
携
え
て
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
赴
き
、
チ
ャ
メ
ル
ス
氏
に
面
会
、
火
葬
す
べ
き
件
を
申
入
れ
、
外
国
人
を
火
葬
に
付
し
た
の
で
あ
っ
た
。
六
月
下
旬
に
は
、
長
崎
港
外
池
島
に
お
け
る
池
島
事
件
が
勃
発
し
て
い
た
が
、
そ
の
実
地
調
査
に
当
っ
て
は
、
警
察
、
外
務
の
各
課
員
と
共
に
、
長
崎
病
院
長
吉
田
健
康
も
協
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
六
月
三
十
日
は
三
菱
の
炭
坑
舎
汽
船
夕
顔
丸
に
乗
船
し
、
七
月
十
三
日
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
艦
オ
マ
ハ
号
に
赴
い
て
事
件
の
処
理
に
当
っ
た
。　
こ
の
年
の
九
月
十
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
艦
オ
マ
ハ
号
の
軍
医
力
ー
シ
ュ
ナ
ー
は
再
び
外
務
課
を
訪
れ
、
長
崎
に
お
け
る
コ
レ
ラ
流
行
の
有
無
を
問
合
わ
せ
て
い
る
が
、
同
月
二
十
五
目
に
入
港
し
た
薩
摩
丸
が
上
海
か
ら
長
崎
に
来
航
中
に
コ
レ
ラ
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
水
夫
一
名
の
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
た
め
、
同
船
は
女
神
沖
に
停
船
し
、
消
毒
の
施
行
を
受
け
た
。
　
明
治
二
十
一
年
に
は
、
前
年
に
引
続
き
、
外
国
人
の
墓
地
の
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
同
年
一
月
三
十
日
、
各
国
一574一
領
事
は
集
会
を
催
し
、
墓
地
の
件
を
討
議
し
、
四
月
十
三
日
に
も
、
再
び
新
埋
葬
地
に
関
す
る
討
論
を
重
ね
た
各
国
領
事
の
集
会
に
は
、
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
ベ
ル
ギ
ー
の
五
領
事
が
出
席
し
、
清
及
び
ロ
シ
ア
の
二
領
事
は
欠
席
し
た
。
四
月
二
十
三
日
、
こ
の
外
国
人
埋
葬
地
に
関
す
る
条
約
調
印
に
当
っ
て
、
各
国
領
事
の
集
会
し
た
も
の
は
、
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
メ
リ
カ
の
五
領
事
で
、
他
は
参
会
し
な
か
っ
た
の
で
、
外
務
課
で
は
こ
の
条
約
書
に
調
印
せ
し
め
る
た
め
、
清
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
の
各
領
事
館
及
び
フ
ラ
ン
ス
人
ピ
ナ
テ
ル
を
訪
問
せ
し
め
た
。
こ
の
う
ち
、
清
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
み
は
調
印
を
猶
予
し
た
。
そ
し
て
六
月
十
九
日
に
至
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ッ
の
四
領
事
は
、
日
下
義
雄
と
同
道
し
、
浦
上
の
普
通
墓
地
及
び
伝
染
病
者
埋
葬
地
を
検
分
し
た
。
こ
う
し
て
外
国
人
関
係
の
伝
染
病
罹
患
者
に
対
す
る
処
置
も
徐
々
に
進
歩
し
た
の
で
あ
る
。
　
処
が
明
治
二
十
三
年
に
は
長
崎
に
お
け
る
特
殊
法
規
の
実
施
に
当
っ
て
、
困
難
な
問
題
が
惹
起
し
た
。
即
ち
同
年
七
月
一
日
、
外
務
課
雇
井
上
氏
が
検
疫
係
を
命
ぜ
ら
れ
て
検
疫
本
部
に
出
張
し
た
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後
、
七
月
十
目
に
「
居
留
地
内
消
毒
的
清
潔
法
」
の
施
行
を
実
施
す
べ
く
、
警
部
長
等
が
各
国
領
事
館
を
巡
回
し
、
協
力
を
懇
請
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
某
国
の
み
は
上
席
領
事
の
不
承
認
の
書
翰
が
達
せ
ら
れ
、
協
力
し
難
い
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
外
務
課
属
野
口
勝
馬
は
同
国
領
事
に
面
会
し
て
弁
明
を
試
み
、
先
の
書
翰
を
取
消
す
こ
と
に
決
し
た
。
又
、
同
目
、
居
留
者
中
、
ア
メ
リ
カ
人
二
名
イ
ギ
リ
ス
人
四
名
が
日
本
の
消
毒
委
員
の
立
入
を
拒
絶
し
た
の
で
、
野
口
属
は
関
係
両
国
領
事
に
面
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
説
諭
を
与
え
る
べ
き
旨
の
返
答
を
得
た
。
そ
し
て
八
月
八
日
に
も
野
口
属
は
外
国
領
事
館
に
至
っ
て
、
翌
九
日
よ
り
居
留
地
外
国
人
邸
内
の
清
潔
法
の
再
施
行
方
を
通
知
し
て
い
る
が
、
長
崎
σ
開
港
場
と
し
て
の
特
殊
法
も
、
各
国
居
留
者
の
理
解
を
協
力
な
し
に
は
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
以
降
、
こ
の
よ
う
な
伝
染
病
対
策
が
着
実
な
法
的
基
盤
の
上
に
実
行
に
移
さ
れ
、
成
果
を
得
た
の
は
、
当
時
の
関
係
者
の
予
防
医
学
に
関
す
る
自
覚
が
高
揚
さ
れ
て
い
た
結
果
で
あ
る
。
一575一
